
女性活躍推進企業創出事業 【山梨県】

県内には女性にとって魅力的な企業が少なく、県内企業の女性

管理職比率も11.1 ％（民間調査）にとどまっている。一方で、えるみ

ん認定制度等により女性活躍推進の気運は生まれており、また管

理職登用できる人材も一定数存在している状況。

県内企業で管理職登用を図るためには、女性管理職候補者の実

践力を向上させていくことが課題。そのため、女性活躍の視点から

モデル事業を創設・推進し、横展開を図ることが必要。

地域の実情と課題

○県内各企業

○県内各経済団体

連携団体

○事業の企画、組み立て等に時間を要し、参加企業を募る期間が

短くなってしまったため、参加企業（参加者）が目標に到達しな

かったことから、参加募集に時間をかけられるよう調整する必要

がある（今年度２週間ほど）。

○研修回数が少ないなどの意見があったため、次年度は、今年度

の意見を反映させ、より効果的で、有意義な事業にしていく。

今後の課題

○女性の管理職候補者のキャリアが形成され、実力のある女性管

理職が増加。参加企業のうち何社かは、令和７年度から参加者

を管理職として登用。

○事業を通じて自己肯定感や自己効力感が向上。自分らしく生き

生きと活動する様子が見受けられた。

○経営者等の意識改革や行動変革を促した。結果、参加した女性

管理職候補者が会社で働きやすくなるなどの効果があった。

事業の効果

目的：県内企業の女性管理職登用を図るため、各企業の女性管理

職候補者の掘り起こしを行い、当該女性管理職候補者主導

のプロジェクトの助走支援など、実践的な人材育成の機会の

提供すること、またそれらの取り組みの波及を図ることを目的

とする。

目標：参加企業数 20社（R6実績 16社 18名）

目的・目標

○女性管理職登用を図るため、実践的な人材育成の機会の確保

に向けた支援を３ステップで提供する。

【ステップⅠ】女性管理職候補者のマインド形成、スキル向上を

目的とした研修等をの開催

【ステップⅡ】企業内プロジェクトの実践を通した人材育成と企

業内の働く環境整備

【ステップⅢ】プロジェクト内容によっては、さらなる実践機会の

創出のため、多様な主体と連携

事業の特徴

個別事業費 7,386 千円

交付金額 2,054 千円

事業番号 ３
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